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トゥノレーズ＝ロートレック
　　　　　　　　　とシュザンヌ・ヴァラドン
ー『酒を飲む女または宿酔』の制作年度をめぐって一
千　葉　　順
　ロートレックにω『酒を飲む女または宿酔』La　Bubeuse　ou　Gueule　de　bois
と題された絵がある。
　街角のカ7エの一隅であろう。ラム酒であろうか，半分はいった酒壕とコヅ
プを前にして，若い女性が小さな丸テーブルに肘をつき，定かならぬ眼で前方
を視つめ，物思いに耽っている。見る者の心に何かを語りかける情感あふれる
作品である。
　この絵は，小唄歌手で酒場「ル・ミルリトソ」Le　Mir1itonの経営者アリス
ティド・ブリュアソ1到の精神的影響を受け，シュザンヌ・ヴァラドン⑧をモデ
ルとして，《ベル・エポック》の儘怠を描き出したものだ，という風に説明さ
れるのが普通である。制作年度は1889年とされている。
　たぶんその通りなのであろう。ロートレックが制作活動を行ったのは1880年
代と90年代のほぼ20年問，まさしく《ベル・エポック》と呼ばれる時期である
し，その時代の盛り場を背景にして踊り子，歌手，娼婦などの姿を描き，人び
との悦びと哀しみを描いたのだし，《世紀末の人びとを罵倒し続ける》ブリュ
アソの強烈な個性に惹かれて強い精神的影響を受げたのは事実であるからだ。
だがこのような，いわぼ誤りのない説明は，しばしぼ画家とその対象，画家と
作晶との距離を近づけるよりも，遠去けてしまい勝ちである。
　誰しもこのようなひとときがあるぱずだ。ただ独りテーブルに向がい，遇ぎ
し日往く末を想い，暗い現在の生活を想いみるといったひとときが。この『酒を
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飲む女』の絵は，そのような想いに身をゆだねているひとりの女性の姿あるい
は表情を捉えた写実的な作品であると単純に見ても，いっこうにその絵を軽く
見たことにはなるまい。むしろそう見てこそ，画面の女性が語る人生が彼女に
もたらした失望，不安，苦悩といったものを，ひとつの情感として受けとめる
ことができるだろう。このような女性の表情を捉える画家は，このような表情
に心動かされ，この女性の表情に託して自分の想いを語りたかったに違いない。
画面に響いているものは，画家の想いの全てである。
　ロートレックはキャバレの踊り子の烈しいダソスの動きや，カフェ・コンセ
ールの花形歌手の個性的な姿や，人工の光を浴びた舞台の俳優やサーカスの曲
馬師の姿などを，華麗な筆で描いた。その一方で，酒杯を前にして空ろな眼で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツヤ｝一画家を眺めている酒飲みのマチアス爺さんの姿だとか，マルロメの城館で本を
手に想いに耽る画家の母親トゥルーズ＝ロートレヅク伯爵夫人の姿や，外套のポ
ケットに手を差しこみ，哀しみに包まれて歩を運ぶ踊り子ジェーソ・アヴリルω
の姿など，いわば人生の悲哀を感じさせるような作品も数多く描いている。
　多くの場合，華やかな絵の方がロートレックらしい作品と見られ，この『酒
を飲む女』のような作品は余り重要視されていない。モンマルトルの眩い燈火
は，ロートレックの姿を照し出すというよりも，しばしば彼の姿を隠してしま
うのだ。
　その祖先が前期十字軍のエルサレム攻撃にも参加したほど古い歴史をもち，
婚姻によってフランス，イギリス，アラゴンの王家と密接な関係を結んでいた
ほどの由緒ある大貴族トゥルーズ＝ロートレック伯爵家の嫡男として生れ，少
年のころ両脚の大腿骨を折るという再度の不幸な事故後，不具の身となったロ
ートレックは，《逃げて行く人生》を絵筆で捉えようとし，《欠けた人生》をそ
の絵画で補おうとした。
　ロートレックは，いわゆる呪われた画家のひとりであろう。それなのに人は
彼のことを呪われた画家とは呼ばない。彼の絵が余りに華やかで余りに輝かし
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いからである。だが彼の最も華やかで最も輝かしい作品にさえも，ある種の哀
しみが画面に色濃くにじんでいる。彼の絵を覆う衰愁は，《ベル・エポヅク》の
歓楽街の哀愁ではない。画家の心の痛みであ私
　ロートレックは19歳のときに，暗示的とも言える2点の絵を描いた。その年
　　　　サ　旦　ソ1884年の官展に出品されて，異常な関心を喚び起こしたピュヴィス・ド・シャ
ヴァンヌ㈲のr美神と芸術に大切な聖なる森』Le　Boissacr6cherauxMuses
et　aux　Artsをもとにして描いた『聖なる森の戯画』とモンマノレトルの容色劣
えた売春婦をモデルにして制作Lたr肥ったマリヤ』La　Grosse　Mariaであ
る。
　ロートレックはバカロレアに合格後，絵画に専心すべく南仏の広大な領地を
離れてパリに出た。最初，肖象画の第一人老レオン・ポナ㈲の画塾で，ついで
歴史画の大家フェルナン・コルモンの函塾で修業を続けていた。勉強の目的は
言うまでもなく通常の画家としての栄光の道を辿ることにあったはずだ。すな
　　＝＝一ル・チ・＃；芋一ルわち国立美術学校に入学し，伝統の絵画技術を身につげ，杜交界の展覧会に出
　　　サ　ロ　ソ品し，官展に入選し，上流階級のための画家となることである。そのような彼
がこの年に栄光の画家シャヴァンヌを郡楡し，その画家の傑作の戯画を描いた
ということは，伝統的なアカデミックな絵画に背を向けるような心的傾向がす
でに働いていたことを示している。加えて彼はモンマルトルの売春婦《肥ったマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　日　ソリヤ》を描くのである。すくなくとも彼の関心が，官展や美術館を飾る画面に美
しく凍りついた歴史上の人物たち，女神，海の精，半獣神などよりも，毛ンマル
トルという場末の盛り場で暮している人たちにあったということをも示してい
　　　　　　　　　　品ヨール・デ・点＝ザール　　　　　　　　　　　　　　　サ日ソる。P一トレックは，国立美術学校を受験しなかったし，官展に出品しなかった。
　　r聖なる森の戯画』を描いた年に，ロートレックは母親の強い反対を押し切
って一母親は息子のことが心配だったし，何よりも一緒に暮したくてパリに
出てきていた一マドレーヌ寺院近くの《貴族にふさわしい》アバルトマンrオ
テル・ペレー」｛7：を離れて，モンマルトルに住む画塾伸間の住居を転々とする。
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より自由な生活への願望を実行に移したまでのことであるが，これはまた彼が
育ってきた杜会との訣別を意味すると同時に，苛烈な人生へ向かう決意の表明
でもある。ロートレックの生き方は常に明快でためらいがない。彼の生涯を決
定することになったあの再度の不幸な事故を除けば，彼の運命は常に彼の選択
と決断の後を追っている。彼は苦しい死に方さえも選択することになる。
　　　　　　　シヤト■　南仏の広大な城館で召使いや便用人に囲まれて育ってきた世問知らずの若者
にとって，モンマルトルに住みはじめてからの数年の体験は，驚きと感動の連
続であったと想像できる。それが彼の生き方を決定し，彼の芸術を形成したと
言っても言い過ぎにはなるまい。
　モソマルトルに住みついて間もなく，アリスティド・ブリュアンと議り合い，
すぐに肝胆相照す仲となった。偽善，形式主義，虚飾をとことんまで嫌悪し，
彼の店にやってくる客たちを悪態であしらうブリュアンの際立った個性に惹か
れ・この場末の人道主義に影響されて，ロートレックは杜会に眼を向けた作品
を制作するようになったほどである。だがシュザソヌ・ヴァラドンとの関係，
ヴァン・ゴッホ1劃との交友は，それに劣らぬ重要な意味をもつ。
　モンマルトルで暮すようになった翌年，20歳のロートレックは，彼より1歳年
下のモデル女，マリ＝クレマンティーヌ・ヴァラドンと識り合った。そのモデル
女は後年，シュザンヌ・ヴァラド1■と名を改め，迫力ある絵を描いて，ベルト・
モリゾ⑨と並び称されるほどの薯名な画家となる女性で，画家モーリス・ユト
リロ㈹の母親である。
　マリ＝クレマソティーヌは，リムーザン地方Limousinのベシーヌ・シュー
ル＝ガルタソプBessines－sur－Gartempeで生れた。父なL子である。5歳に
なったころ母親とパリに出て来た。母親は家事の手伝いや洗濯女として生計を
立てた。娘は修道院の学校で短期間の教育を受げてから11歳で縫い子となった。
それからは大衆食堂の給仕女，バチニョル市場の野菜売り子を体験する。14歳
のときにはサーカスに魅せられ，「モリエ」サーカスに入り，空中ブランコ乗り
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となった。数カ月後，練習中にピストに転落し，重傷を負うことによって軽業
師としての生活は終りを告げた。
　その後，モソマルトルのゲルマ袋小路で洗濯女をやっていた母親を手伝って，
画家たちのところに洗濯物を届けて廻っていた。たまたま彼女の姿態がピュヴ
ィス・ド・シャヴァンヌの目にとまった。彼女はヌイイのアトリニでシャヴァ
ンヌのモデルとLてポーズをとらされた。ロートレックが戯画を描く『聖なる
森』の美神や男女の若者たちの壬デルは，さまざまな姿態でポーズをとらされ
たマリ＝クレマソティーヌである。
　彼女はルノワールωのモデルをつとめ，ドガ胸のためにポーズをとった。ル
ノワールは1883年に，彼女をモデルにして『都会のダソス』La　Danse主Ia
Vil1eと『田舎のダソス』La　Danse註1a　Campagneと題された2枚のパネ
ル画を制作している。
　1883年に彼女は男の子を生んだ。モーリスである。モーリスの父親が誰であ
るのか今もって判らない。シャヴァンヌだという説もあるし，酔っぱらいの歌
手モーリス・ボワシー㈹だとも言われている。ヴァラドンが，さまざまなこと
を言って，ついに父親の名を明さなかったからである。もしかすると，彼女自
身にも判然としなかったのかも知れない。結局は，そソマルトルを愛するあま
り「ムーラン・ド・ラ・ガレヅト」に住みついた人の好いスベイソ人ミゲール・
ウトリロ・イ・モリソス㈲が，子供を認知してくれた。ユトリロは，ウトリロ
のフランス読みである。
　ロートレヅクは元写真家のフォレ爺さんの庭で1885年とその翌年，それぞれ
1点ずつの『ヴァラドンの肖燦』Le　Portrait　de　Valadonを描いた。
　ロートレックは，このフォレ爺さんの庭で，その頃から1891年にかけて，数
多くの戸外の肖像画を描いている。好んで戸外の人物画を描いた印象主義の画
家たちの影響であるかも知れない。『ヴァラドソの肖像』でも判るのだが，印
象派的であるよりは写実的である。ロートレヅクは明るい色調を印象主義の画
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家たちから譲りうけたが，色彩を除いて，いかなる点でも彼らの絵画理論には
提われてはいない。彼が好んでモデルたちに戸外でポーズをとらせたというの
も，むしろ反印象的な理由からだ。印象主義の画家たちが行ったように，光の
転調，陰影，反映のたわむれ，光の強弱が対象に与えるさまざまに彩られた外
観，こうしたものの分析を行ったのではなくて，それとは逆に，アトリエの明
るさよりも，はるかに強い陽光の明るさの下で，束の間の要素から解放された
完全にむき出しの状態での人問の姿や顔を描こうと努めたのである。
　識り合って閻もなく，ロートレックはヴァラドンを愛人とした。㈲1886年に
は，ヴァラドンの住むトゥルラック街7番地㈹の建物の5階の広い部屋にアト
リエを設げさえする。
　この時にも，両親は彼がモンマルトルにアトリニを設けることに反対した模
　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤト■様である。1886年の春，当時マルロメの域館に居住している母親宛の何通かの
手紙胴は，父親アルフォンス伯爵が，モンマルトルから彼を引き離そうとして
凱旋門の近くのアトリエを彼に勧めていることを報じている。だが彼は自分の
意図を曲げようとはしなかった。
　結局，トゥールラック街の建物にはアトリエだげの設備をし，それとは別に
フォ1■テーヌ街19番地胸にアパルトマンをひとつ借り受け，子供の頃からの友
人で，当時医師の見習をしていたアンリ・ブールジュ㈹とそれを半分ずつ住い
に用いることにした。これは，知らぬ顔をしながらも，息子の生活の全てを見
通していた母親が考え出したいわば一種の妥協案であったのだろう。
　ロートレックとヴァラドンは，こうして半ば同棲というかたちをとるように
なるのだが，ふたりの関係がどのようなものであったかは正確には判らない。
何ごとにも率直であけすけなロートレックが，自分の女性関係については親し
い友人にも明らさまにしなかったからだ。育ちのいい若者のつつましさだろう
か。そうではなくて，恐らくこの種の打ち明け話は好不首尾にかかわらず，彼
の心の痛みに触れることになるので友人にも語りたくなかったのだろう。
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　ヴァラドソは，数目住居を留守にしたかと思うと，ふらりと舞い戻ってきて，
ロートレックを嫉妬で苛立たせた。そのくせ毎週彼のアトリニでロートレック
が催す《画家たちの小さな集い》には，いつでも画家たちの中に彼女は混ってい
た。ある時は烈しく愛し合い，ある時は烈しくいがみ合ったようだ。それでも
彼らの関係は，ロートレックがトゥールラヅク街にアトリエを設げてからも，
ほぼ2年聞続くのである。
　何人かの有名な画家がヴァラドンをモデルにしているので，展覧会場や美術
画集などで時折り彼女の姿を見掛げることができる。同一のモデルを対象とし
て，いかなる人閻像をこしらえているかを見ると，画家それぞれの性格や芸術
傾向を単的に窺い知ることができる。
　ピュヴィス・ド・シャヴァンヌが『聖たる森』の中で，ヴァラドソをモデル
にして描いた美神や娘たちは，実を言ってヴァラドンに似てはいない。むろん
フランス絵画の伝統に忠実なアカデミック派の巨匠は，彼女の肖像を作ろうと
したのではなくて，毛デルの姿体を画布にうつしながらあるいはモデルの姿体
に触発されて，類形化された理想の女性像を優美に描いたのだ。
　ルノワールはrおさげ髪』La　Natte（1883年）と題された絵で，ヴァラド
ンをモデルにして咲き匂う肉体をもった肉感的な18歳の若い娘を描いている。
《忘れな草の花の色》の愁いを含んだ眼，繊細に引かれた眉，官能的な口元，豊
かに盛り上った胸，それらを撫でるような筆遣いで華麗に表現している。
　一方ロートレックは，始めて彼女をモデルにした1885年の『ヴァラドンの肖
像』で，ルノワールと較べ，はるかにぎすぎすした姿で彼女を捉えている。固
く結んだ唇，とがった顎，神経質そうな肩，細っそりとした頸筋。厳しい生活
を生きる女性の強い意志を視る著に感じさせずにはおかない姿である。ロート
レックは20歳の女性の官能性，年齢に伴う束の間の美しさを除き去り，厳密な
筆でひとりの女性の内面の現実を描き出したのだ。
　この肖像画は，ヴァラドソ自身が18歳の時，画家たちに隠れてこっそりと描
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いた『自画像』の自分を視る見方と似ている。自画像とは，そもそもおのれの
内面を視る手段であるはずだから，対象を厳しく視る眼をもつ閨秀画家鯛が，
自分をことさら美しく飾り立て，官能的に描くことはあるまい。常にモデルの
内面を厳しく描くロートレヅクのヴァラドン像と，ヴァラドンのr自画像』と
が，視る者に同じような印象を与えるのは当然のことかもしれぬ。
　ロートレヅクは断えず肖像画を描いた。飽くことなく肖像画を描いた。この
肖像画を，彼は《習作》と呼んでいる。何のための《習作》であるのか。
　ロートレックは最初の骨折事故の後に油絵を描き始めたのだが，そのころド
ゥヴィスム刎　という友人に，風景画は苦手だと手紙で書いている。rまるっき
り上手く描けない。影さえうまく描けたいんだ。ぼくの描く樹惇蔽譲草みたい
だし，ぼくの海は何にでも似ている始末だ」。倒
　天賦の素描家の才に恵まれたロートレックに，風景を描く能力が欠如Lてい
たとは思われたい。彼の関心が，生きているもの，とりわげ人問にあって風景
にはなかったということである。彼の海は何にでも似ているだろうが，彼の描
くひとりの人問は誰にも似てはいない。ひとりひとりが異なった人生をもち，
異なった個性をもつ。本格的に画家修業を始めてからもこの傾向は変ることが
ない。っいに風景や静物が彼の捉える対象にはならなかった。
　r語らねばならぬことを，ただ語れぼいいのだ」㈲と彼はよく言った。セザ
ンヌ幽のように《モティーフ》を探しまわることもたいし，シスレー㈲やゴー
ギャン㈱のように，絵画理論に振りまわされることもない。語らねばならぬこ
とをただ語るためには，人間を捉えれば足りたのである。より正確に語るため
には，より正確により厳しく人物の動きや人間の内面を表現せねばならない。
彼は死ぬまで《習作》を続けるだろう。
　1886年の春，ロートレックはヴァン・ゴヅホと識り合った。
　ロートレックはコル毛ンの押しつける伝統的憤習的な絵画には惹かれなかっ
たが，画塾には通い続けていた。画塾のポエームな雰囲気を愛し，画塾伸間と
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の付き合いを愉しんでいたし，彼らとの交際から新しい芸術の息吹を感じとる
ことができたからである。コルモンの画塾に，絵を学ぶためオラソダから出て
きたばかりのヴァン・ゴッホが入ってきた。ヴァン・ゴッホの性急な制作ぶり，
異常な熱中，烈しい集中心は塾生たちに恐怖に近い不快感を与えた。誰も彼に
親しみを抱かない。ロートレックは次第に，12歳も年上のヴァソ・ゴッホと親
しくたっていった。個性的た人問に惹かれるロートレヅクは，この特異な人物
に強く惹きつけられれやがて，生れの相違，性格の相違にもかかわらず，彼
らは互いに理解し合うようになった。
　悩める全ての人に対する憐欄に揺り動かされるヴァソ・ゴッホの絵は，慈愛
から澄れ出た心情の吐露である。それとは反対に，同情するよりも観察し分析
するロートレヅクの絵は，明噺な判断の表明である。彼らは対照的だ。それで
も彼らは深く理解し合えた。ひとしく癒されることのない絶望によって，彼ら
が絵画の世界に追い込まれ比からだ。
　1887年の秋，ロートレックはパステルを用いて，ヴァン・ゴッホの愛情のこ
もった肖像画を描いている。絵の中のヴァン・ゴッホは，かなり気むずかしい
顔をして，外光にその顔を向け，描かれていることを意識して身構えている。
彼の広大た愛情を，そしてそれが誰からも理解されない苛立ちの叫び声を，懸
命に心の底に押しこめているような表清である。
　この『ゴッホの肖像』には，注目すべき点がひとっある。ロートレックがヴ
ァン・ゴヅホの手法をそのまま用いていることだ。それまでも目一トレックの
絵は線が基調とたっていたのだが，この絵のように，モデルの顔や体，背景に
至るまでアシュール（線影）を意識的に用いて描くのは始めてである。
　シュザソヌ・ヴァラドソをモデルにした『酒を飲む女』もまた全く同一の手
法を用いて描かれている。構図もほとんど同一である。見方によれば，『酒を
飲む女』はrゴッホの肖像』のヴァリアソトだとさえ言えるほどであ飢
　南仏タルン県のアルビ市美術館には，『酒を飲む女』の2種類のデヅサソが
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所蔵されている。その1点は，黒インクを用いたペン描きで，青の色鉛筆で軽
く彩色をほどこしてある（アルビ市美術館ヵタログD76）。もう1点はパステルで
描かれたものである（同美術館カタログ215）。
　ペソ描きのデヅサンは，その復製が1890年4月発行の「ル・クーリニ・7ラ
ンセ」㈲誌16号に掲載されている。これは下描きではなくて，その雑誌のため
に油彩画を元にして描かれたデッサンだと思われる。線描に修正が見られず，
ためらいがたいo
　パステルで描かれた方が，油彩画のためのデッサンだと見て間違いあるまい。
油彩画に描かれているテーブルの上の酒曇とコップが描かれていない。『ゴッ
ホの肖像』と同じ構図でシュザソヌ・ヴァラドンが描かれてい乱このデヅサ
ソのためにバステルを用いたというところに注目したい。パステルは，1コート
レックが好んで用いた画材ではないからだ。
　短い生涯に約600点の油彩画，330点のリトグラプィ作品，31点のポスター，
千枚を超すデッサン，クロッキーを残したロートレックが，バステルを用いて描
いた例は極くすくなく，わずか10点にも足りない。『ゴッホの肖像』，大作『デ・
ムーラソ街のサロンにて』Au　Salon　de1a　me　des　Moulinsの習作，rテー
ブルの向う側に立つ女』Fen1me　debout　derriさre　me　tableの習作，『酒を
欽む女』の下描きの他には，1899年に酒精中毒の発作でヌイイの精神病院に収
容された折り，精神の健全を証明しようとしてサーカスの情景の連作を描くの
だが，その数点に用いただけである。パステルの使用は，ロートレックにとっ
て，むしろ例外に近いと言えるほどである。
　r酒を飲む女』の定説となっている1889年という制作年度をあえて無視し，
この絵の制作に至る過程を推察しながら辿ると次のようになる。
　ロートレックは1887年の秋にrゴヅホの肖像』を，ヴァソ・ゴッホの手法を
借り，パステルを用いて描いた。始めて使用したこの画材と手法は，大いにロ
ートレヅクの心を動かした。同じバステルで，同じ構図で，同じ手法で，愛人
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であるシュザソヌ・ヴァラドソの肖像のデッサンを描いた。ただちにあるいは
聞もなく，油彩でr酒を飲む女』を制作し始めた。
　資料の綿密た検計と鋭い洞察とで定評のあるア：■リ・ペリュショ吻もこのよ
うな見方をしている。1887年の夏が過ぎてモンマルトルに戻ってきたロートレ
ックは，パステルでヴァン・ゴッホの肖象を描いた。r性急なアシュールを用
いる手法は，印象派の根気強い分析よりも蓬かに動きが把握でき，いわぱ束の
問に眼に映るものを動きで充しうる。この技法はきわめてロートレヅクに適し
ていたので，彼は新たな画布にとりかかる。そこにはヴァソ・ゴッホの美学的
影響とブリュアソの精神的影響が結合してい乱強烈な筆致で描いた写実的光
景『宿酔または酒を飲む女』である。そのために，いくたびとなくヴァラドン
はポーズをとった。（……）ヴィソセント（ヴァソ・ゴッホ）は大いに興味をそ
そられ，自分の特徴がはっきり出ているこの作品の出来栄えを気にする」。㈲
　ベリュショの見方では，この作品が1887年の秋から1888年の2月までに制作
されつつあったことにたる。ヴァソ・ゴヅホが1888年の2月にバリを離れアル
ルに向かうからだ。
　一般に『酒を飲む女』が1889年作とされているのは，モーリス・ジョワイヤ
ン馴の制作年度分類に従ったためである。ジョワイヤンはP一トレックの生涯
の友であり，画家の没後も，アルビのロートレック美術館の設立のために尽力
し，ロートレヅクの評伝，全2巻の大著《Henri　de　Toulouse－Lautrec》
（Floury，Poris，1926－1927）を刊行し，ロートレヅクの名誉のために人生の
全てを捧げた人である。
　ジョワイヤンがr酒を飲む女』を1889年の作と見傲した理由も，それがその
後，修正されることがなかった理由も，先に触れたようにこの絵のベン描きの
デッサ：■が1890年4月にrル・クーリエ・フランセ」誌に掲載されたことによ
ると考えられる。
　だがジョワイヤンが推定したように，この作品を1889年に制作したとすると，
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ロートレックとヴァラドンとの関係から見て，無理がひとつ介在Lてくる。彼
らの愛人関係は1888年に破局を迎え，その後ふたりは会うことがないからだ。触
従って，もしこれが1889年に描かれたとするならば，すでに描いてあったデヅ
サンを元にLて，これを制作したことになる。この迫力のある写実的な作品が
追傲こよって描かれたとは考えられない。
　どうやらヴァソ・ゴッホの手紙がこの間の事清を語ってくれる。ヴァン・ゴ
ヅホばロートレヅクに勧められて，1888年2月にアルルに向かった。4月始め
にアルルから弟テオ宛てに送った手紙の中で，ヴァン・ゴッホは訊ねてい㌫
　rド・ロートレックは，カフェの小さなテーブルに肘をついた女の絵を仕上
げたろうか？」働
　ヴァン・ゴッホは《小さなテーブルに肘をついた女の絵》と言っているだけ
で，それがr酒を飲む女』だとは書いていない。だがゴッホが語っている絵が
『酒を飲む女』を問題にしこいると考えて間違いない。
　1888年にロートレックは，このr酒を欽む女』の他に，テーブルに向かってい
る女性の絵を2点描いている。アリスティド・ブリュアンの依頼で，彼のシャ
ソソソの題を付けられることになる絵をつぎつぎと制作した。そのうちのrバ
スティーユで』A1a　Bastilleと『グルネルで』A　Grenel1eである。『バス
ティーユで』の女性は軽くテーブルに片手を置き，酒杯を握っている。これを
《肘をついた》と呼ぶことはできまい。またrグルネルで』の方は，肘をつい
た女性を描いているのだが，その女性が向かっているのは《小さなテーブル》
ではないo
　何よりも，何故ロートレックの絵のことがパリを嫌悪してアルルに向かった
ヴァソ・ゴッホの念頭から，去らなかったかを考えれぱ，彼がテオに訊ねたもの
が『酒を飲む女』でしかあり得ないと断言できるであろう。その絵が彼の手法
を用いて描かれたものであって，《彼の特徴がはっきりと出ている》作品だった
からだ。ヴァン・ゴッホは常に自分が謹からも理解されないことで苦しみ悩ん
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でいた。ロートレックだけが彼の絵画を高く評価していたのだ。彼の手法を利
用するほどまでに。
　ヴァン・ゴヅホのこの手紙は，アルルヘの出発前に，《仲間》回一トレヅクが
この絵を描いているのを知っていたことを語ると同時に，すくなくとも，《彼
の特徴がはっきり出ている》のが認められる程に制作が遼行していたことを語
っているように思われる。
　毎週ロートレックが彼のアトリエで催す《画家たちの小さな集い》には，ヴ
ァン・ゴヅホも自分の絵を携えてやって来ていたし，アルルヘ出発する直前に
は，ブソ・ヴァラドソ画廊の支配人であったテオに，ロートレヅクの絵数点を
買わせてもいる。当然，ヴァソ・ゴヅホはロートレヅクの制作を何度も眼にし
ていたはずである。
　以上のことから，『酒を欽む女』は，ジョワイヤンが推定したように1889年
に描かれたものではなくて，その前年1888年，しかもその年の初めの頃に描か
れたものと見傲すべきである。
　この制作年度の修正は，作品の意味，評価さえも修正させるかも知れない。
1889年にロートレックは，ほぼ自分の手法を確立し，『洗濯女』La　Blanchis・
seuse，『ムーラン・ド・ラ・ガレットのホールで』Au　Ba1du　Moulin－de　la
Ga1etteなどのように，確信に満ちた作品をつぎつぎと制作している。それは
彼の最高傑作のひとつと見傲される『ムーラン・ルージュのダンス』bDanse
au　Moulin・Rouge（1890年）に今一歩のところにせまるのだ。
　それに較べて1888年は，未だに画家は模索中であって，rエレーヌ・ヴァリの
肖像』Portrait　d’H61さne　Varyのような習作とか，r7エルナンド・サーカ
スにて』Au　Cirque　Femandeのような試みを大胆に行っている時期である。
従って，『酒を飲む女』は，自分の手法を確立してから描いたものではなくて，
まだ模索中の彼が，『ヴァソ・ゴッホの肖像』を制作することによって触発さ
れて描いたもので，手法的に見るならぱこれもまた試みの絵のひとつと言わね
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ぱなるまいo
　ロートレックは36歳で世を去㍍この短い生涯で，シュザソヌ・ヴァラドソ
との関係の続いた期間，20歳から23歳までの3年閻は，けっして短い期間では
ない。しかも，それは彼の芸術が形成される最も重要な時期にもあたる。この
3年間にヴァラドソを3度描いただけである。しかもそのうちの2点は，識り
合ったぱかりに描いたのだ。
　ヴァラドンの居住する建物にアトリエを所有し，終日制作に励んだ画家が2
年間に彼女をモデルとしてr酒を飲む女』1点しか描かなかったということは，
モデル女で生計をたてながら息子と母親を養っていたこの女性を，ロートレッ
クがただ単なるモデル女として見傲さなかったことを語るように思われる。
　ヴァラドンが画家たちに隠れて絵を描いていたことを知り，彼女が画家とし
ての優れた才能を所有Lているのを見抜いたのも，ロートレヅクであ私ヴァ
ラドソが，親しくしていたシャヴプンヌやルノワールではなくて，ロートレッ
クが崇拝していたドガに自分の絵の評価を仰いだのも，彼女の才能の発見者が
ロートレックであったということと関係があるかもしれない。著名な画家とな
ったヴァラドンは晩年に，自分が画家になれたのも，ロートレヅクのお蔭だと
語ったと伝えられている。
　『酒を飲む女』が視る考に語りかけるものは，《ベル・エポックの倦怠》だと
か，《ブリュアソの精神的影響》などと言った空しげな言葉で表現できるような
ものではない。またこの絵に描かれた女性は，シャヴァンヌの《類形化された
理想の女性》でも，ルノワールの《若さと官能に濫れた若き女性》でもない。
まさしく画面に描かれている通りの，あるひととき，酒杯を1］に運びながら，
来し方，往く末を思い，沈欝な想いに耽る現実の人生を生きるひとりの女性の
姿である。やや性急な筆で画面に定着されたひとつの存在，それを覆う哀感は，
愛する女性をこのような表清で，このような雰囲気で捉えざるを得ない23歳の
若き画家の万感の想いである。
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　何ものにも歎かれなかったし，優れた人間心理の洞察者であったロートレッ
クは，おそらく，個性的な惹力をもち，優れた画家の才能を隠しもっているこ
の女性との別離の時が近づいたことを感じとっていたに違いない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サヤ｝■　ロートレックが36歳で，母親に看取られながら，マルロメの城館で苦しい息
をひきとる目まで，醜い不具者である彼の愛傍を，このような形で受け入れて
くれる女性は，二度と現われることがないのだ。
　1885年に7オレ爺さんの庭で描いたrヴァラドンの肖像』が，際立った個性
をもったひとりの女性を見出した悦びを描いたとするならば，『酒を飲む女』
は，愛人である才能豊かな女性との別れの歌であるとも言える。
　これは感性に富む若き画家の青泰の一時期の終結を意味する作品でもある。
この作品を描くことによって把握した手法は，やがて目一トレヅク独自のあの
闇達自在な手法に昇華する。それがロートレックに，華やかた《ベル・エポッ
ク》を，モンマルトルを，ムーラソ・ルージュを，無数の男女の悦びと哀Lみ
を描かせるようになるのだと見傲すべきであろう。
注（1）Hemi・Marie－Raymond　de　Toulouse・Lautrec－M㎝fa（1給1g01）．
　（2）Aristide　Bmant（1851＿1925）．
　（3）　Suzanne　Va1adon，Marie－C16mentine　Va1adon（1865－1938）．
　（4）　Jane　Avri1（1868－1923）・
　（5）　Pieπe　C6c迦e　Puvis　de　Chava口ne（182仁1898）・
　（6）　L6on　Josephe　Florentin　Bonllat（1833－1922）・
　（7）H6te1P6rey，5，Citξdu　Retiro一
　（8）Vincent　Van　Gogh（185ポ1890）．
　（g）　Berthe・Marie　Pauline　Morisot（1831－1895）．
　⑳　Maurice　Utriuo（1883＿1955）．
　⑪　Auguste　Renoir（1841＿1919）．
　⑫　Edgar　Degas，本名Hilaire－Ge㎜ain・Edgar　de　Gas（1鰍』1917）・
　⑬　Maurice　Boissy．
　⑭　lMiguel　Utrillo　y　Molins．
　⑲　Maria（S㎜al1皿e▽aladon）aime　ramour，La　constitution　de　L洲trec，ses
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　　ardeurs　ne　so口t　point　pour1’e廿rayer，loin　de1≧．Ene　ne　s’arrεte　pas　主　sa
　　di丘ormit6．Le　peintre　en　fait　aussit6t　sa　maitresse．（Henri　Perruchot，La
　　vie　de　Toulouse－Lautrec，p．102）．
　　　　EIle　en　prit　d’autant　p1us註son　aise　avac　Lautr㏄qu’elle6tait　jolie，et　si
　　peu　rebel1e，qu’i1en丘t，incontinent，sa　maitresse．（Frangois　Gaw＝i，Lautrec
　　et　son　temps，p．132）。
⑯　19，rue　Tourlaque。
吻　Papa　m’a　repar16d’m　ateHer　c6t6Arc　de　Triomphe，et　je1ui　ai　bien
　　expliqu6que　ce　ne　serait　jamais　qu’m　saIon．（Toulouse・Lautrec，Lettres
　　1871＿1901，p．114）．
　　　Papa　a　toujours　des　velleit6s　d’aller　du　c6t6de1’Arc　de　Triomphe．Nous
　　aマons　mεme6t6voir　des　ateliers．Cela　ne　c11ange　en　rien．（Ibid，p．115）．
な鳶　　19，τue　Fontaine。
⑲　Henri　Bourges。（作家マルセル・プルーストの父親，ソルボソヌ犬学医学部教授
　　アドリヤン・プルースト博士の教え子である）。
⑳　正1faut　avoif　le　couurage，disait　Suzanne　Valadon，deτegafder　le　modき1e
　　en　face　si1’on　veut　atteindne胎me．（FranGois　Gauzi，Lautrec　et　son　temps，
　　P．135）．
⑳　Etienne　Devismes．
⑳　Je　suis　totalement　incapable　d’en　faire，mεme1’ombre，Mes　arbres　sont
　des6pinards　et　ma　mer　ressembleらtout　ce　que　vous　voudrez．（Henri　Per－
　ruchot，La　vie　de　Toulouse・Lautrec，p・43）
⑳　Dites　ce　que　vous　avezきdire．（Ibid，p．139）
㈲　　Pau1C6zan1ユe（1839＿1906）．
㈲　Alfred　Sisley（1839一一1899）．
㈱　Paul　Gauguin（1848＿1903）。
㈱　　Le　courder　frangais。
⑱　　He口ri　Perruchot　（1917－1967）．
⑳　Un　procd6par　hachures　nen・euses　qui，bien　mieux　que　les　patientes
　　analyses　de1’i㎜pressiomisme，permet　d’appr6he皿der　le　mouvement　et　d’en
　foumir　u皿e　vision　en　quelque　sor上e　installtan6e．　Cette　technique　convient
　si　bien主　La－1trec　qu’il　entreprend　u口e　I1ouvel1e　toile，　od　se　conjuguent
　cette　inf1uence　esth6tique　de　Van　Gogh　et　cene，morale，de　Bmant，une
　scさne　d’ull　naturalisme　accen1；u6：θ〃〃12∂3助ゐo”1αjB〃砂2”s傍，Pour　laque1le，
　une　fois　de　plus，pose　Valadon．（……）Avec　m　vif　int6rεt，Vi口cent（Van
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　　Gogh）se　pr6occupe　de1’61aboration　de　cette　oeuvre　qui　porte　si　manifes－
　te㎜ment　son　empreinte．（Henh　Permchot，La　vie　de　Toulouse－Lautrec，pp．
　　136＿137）．
㈱　Maurice　Joyant．
臼Φ　＝［1（Lautrec）n’a　plus　revu　Maria　et　ne　ln’a　plus　jamais　par16　d’ene．
　　　（Frangois　Gauzi，Lautrec　et　son　temps，p．136）．
鯛　Est－ce　que　de　Lautrec　a丘ni　son　tableau　d’une　femme　a㏄oud6e　sur　une
　　petite　table　de　caf6？（Correspondance　comp1さte　de　Vincent　Van　Gogh，v－3，
　　P．48）．
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